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　It　was　through　the　article　of　the　1ate　Professor　Resid　Rahmeti　Arat，

‘‘

`mong　the　Uighur　DocumeRts．　II．”　（Ural－Aitaische　Jakrbgcher，　vol．36，

Fas．3－4，1965，　pp．263－272．）　that　such　an　information　was　supp1ied　to　me　as

the　ancient　manuscripts　unearthed　from　East　Turkestan　were　preserved

in　the　library　of　lstanbul　University．　ln　September　of　1966，　I　was　fortunate

enough　to　have　an　opportunity　of　visiting　this　university，　when　1　could

investigate　the　manuscripts　in　questlon　under　the　kindness　of　the　staff．

The　contents　was　not　far　different’ ?ｒｏｍ　what　Prof．　Arat　had　reported，

but　1　will　show　a　little　more　detalled　lig．t　of　ie　as　fo11ows：

　　　Nos．　1一　6　Uighur　documents　（Arat’s　（1））

　　　No．　7　Manichean　text　（Arae’s　（2））

　　　Nos．　8－i4　Buddhist　texts　in　Chinese　（Arat’s　（s））

　　　Nos．15，　16　Buddhist　texts　in　Uighur　（Arat’s　（3））

　　　Nos．17，　18　Buddhist　texts　in　Chinese　（Block　pri　ntlng）　（Arat’s　（s））
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　　　Nos．19，　20　Brahml　script　（Arat’s　（6））

　　　No．21　Buddhist　texts　in　Chinese　（Arat’s　（s））

　　　Nos．22，　23　（6　fragments）．　Buddhist　texts　in　Ulghur　（Block　printing）

　　　　　　　　　　　　　　（Art’s　（4））

　　　Nos．24，25　（1）（2），　26，27　（1）〈2）（3）．　Buddhist　texts　in　Chinese　（Arat’S　（s））

　　　No．28　Brahml　script．　（Arat’s　（7＞）

　The　origina1　of　the　＄ale　document　of　a　vineyard　presented　by　Prof．　Arat

in　his　above　article　with　its　photograph　was　out　of　sight，　but　instead，　I

feuRd　a　lean　contract　of　wheat　and　an　ewtcial　document，　which　both

remained　undamaged　as　well　as　the　sale　document　．　of　the　vineyard．　The

transcription，　Japanese　translation　and　the　re1ating　notes　of　these　three

documents　being　presented　ln　the　ensuing　text，　the　Engllsk　translation　of

the　newly－discovered　two　documents　will　be　given　here．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　　（Loan　Contract　of　wheat）　“On　the　seventh，　the　sixth　month，　the　year　of

dog，　for　me，　for　Qalinitu，　being　in　need　of　wkeat，　I　have　received，　from

Irinchkifl，　two　and　a　half　taghar　wheat．　For　this　wheat，　on　’the　fifteenth

ef　the　seventh　month．　1　will　send，　to　Xuachu，　some　two　ab1e　persons　who

are　wives　of　sixteen　and　twenty　years　oid．　On　this　very　day，　lf　1　do　not

send　（them），　1　will　pay　the　day　wages　together．　Until　paylng，　if　1　disap－

pear，　my　younger　brother，　Chaqsiri，　and　the　family，　they　shall　pay　it，

together，　exactly．　Witness－Toyin．　Thls　mark　ls　that　of　me，　Qalimtu．　This

mark　is　that　of　me，　VSTitness，　Toyin．　This　mark　is　that　of　ine，　Witness，

Esen　Buqa．　1，　Qalimeu，　have　written　by　myself．”

　　（　OMcial　document）　‘‘On　the　ninth，　the　last　montk，　the　year　of　dog．　To

Berki　Beg；　to　lrinkit　Atay．　After　the　house　（of）　Altin…has　given　one　qaP

wine　ln　oBe　sum，　keep　the　fifth　guard！”

　　The　loan　document　of　wheat　is　of　the　same　form　as　suck　one　of　this

kind，　but　it　is　characterized　by　the　fact　tkat　the　labour　of　two　wives　are

appropriated　to　the　payment　of　the　debt．　The　othciai　document　is　concerned

witk　the　instruceions　to　1〈eep　guard　（fedisik）．　1　can　cite　a　document　made

public　by　Radloff－USp　No．80　（T　II　1）　68）一as　that　of　the　same　klRd，　but
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since　he　misread　in　some　places，　1　kave　shown　my　transcription　of　it　in　the

text　（p．26）．

　Ishduld　like　to　record　here　my　thanks　to　the　fo11owing　persons　of

lstanbul　University，　Prof．　Z．V．　Togan　and　his　assistant　Dr．　9．　GUIgin　of

the　Department　of　History，　and　further　Mr．　N．　Kalkandelen　of　the

University　Library　and　a　kind　lady　working　under　him，　for　their　generous

help　and　kindness　ln　my　investigating　these　historical　materials　there．

1

　イスタソブル大学図書館にもウイグル文書が所蔵されていることを報告したのは，先

年，1964年冬急逝した，熱時イスタンブル大学教授だったArat（ReSid　Rahmeti）

氏だった。彼は1936年に「ウイグル文書にかこまれて」と題する論文を発表していた

が1），その続篇として，同名の　‘‘Among　the　Uighur　Documents　II”　（Ural－

Alta圭sche　Jahrbttcher，　Vo1．36，3－4，1965，　pp．263－272）を発表し2），そのなかで，

イスタソブル大学所蔵の中央アジア出土古文書・文献類のことを紹介したのである。

　Arat教授は上記論文で次のように述べていた。一イxタソブル大学図書館の，ユ

ルドゥズ・サライから来た古文書類のなかに，一一つの紙袋に入れられたものがあった。

その表には「シナ語及びチャガタイ語の臨交書類。要保存」と書かれていたが，外見

や，各紙の，しわくちゃになったり土やほこりでの汚れぐあいを一一一一見しただけで，瞥て

ベルサソ・アカデミーに保存されていたものに似ていると思った。そこで，ベルリンで

したと同じ流儀で，汚れをとりしわも伸ぽした一と。Arat氏は第2次大戦前，長年，

ベルリンのアカデミーでドイツ探険隊の蒐集文書類，とくにウイグル文書の整理調査に

盗っていたのである。

　このような交書類が何故にイスタンブルにあるのか。Arat氏もこの包みが，何隣ど

のようにしてサライのものになったかはどうも判らないと言いながら，次のようなこと

だけは述べている。一トゥルファンでの考古学調査，そしてその発見遺物が学界にま

きおこした反響からして，これらのものは，トルキスタンに行った誰かがイスタンブル

へ持って来た，そしてサライへ入った，ということは考えられる。オスマン皇帝が（ド

イツの）フォン・ルコックにトゥルファン調査を通じてi・ルコ文化研究に寄与したとし

て，感謝の意を表し，勲章を贈ったと聞いたこともある。精神的な意味並びにトルコ学
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という点で，わが国では関心が持たれていることであるから，私のよく知らないこの件

のことは，誰か事情を知っている人を探すか，公文書館の記録を調べるかすればよいだ

ろう。しかし，どうも，この包みとフォン・ルコックとの間には関係がない。とは言っ

ても，この二つの件（包みがサライに入ったことと，ルコックのこと一N．Y．）は，

だいたい同じ頃おこったということは，歴史的にみて可能性がある一と。

　いずれにしろ，Arat教授によればその紙袋のなかに入っていた古文書類は次のよう

なものだった。

　1．　文書類。ウイグル文のもの7点。そのうち3点は完全なもの◎4点は断片。

　2．マニ教経典。ウイグル字で，マ八七経典特有の黒・赤の句読点のある1頁の断片。

紙背には別筆のウイグル文が書かれている。

　3．　ウイグル仏興の破損のひどい断片。

　4．　ウイグル版本の断片Q

　5．漢字巻子本断片。梱当大きなもの14点がふくまれている◎それらの裏面は，8点

はウイグル仏典，3点は何も書いてないが，そのうち1点はアラブ字で商業上の覚書き

風のものが書いてある。残りのうち1点は漢字，1点はブラフミ文字が書かれている。

　6．ブラフミ文字のもの。片面だけにいずれも4行の文のあるもの10葉で，もと綴じ

られていたもの。

　7．　ブラフミ文字で爾面に書いてあるもの1点。断片。

2

　Arat論文で上記のようなことを知った私は，かねてから，トルコにもトルキスタン

出土史料がありはしないかと心がけていたさいでもあり，機会があったら，直接イスタ

ンブル文書を調べたいと思った。その機会は思いがけなくも早く来た。1966年の9月，

南イタリアのラヴェPaで，　PIAC（Permanent　Internationa1　A玉tais£ic　Conference）

の第9園年会が開かれたが，珍らしくも鐵本の文部雀が旅費全額を出してくれることに

なり，私が臨席した。その帰途イスタソブルに寄ったのである。

　賑知のイスタンブル大学のTogan（Zeki　Velidi）教授にこの資料の調査のことを依

頼すると，同氏の主宰するイスラム研究所での講演を条件に承諾してくれた。しかし，

イスタソブルに行ってみると，同教授をはじめとして，文学部内の関係者も，一向この

種文書のことは知らない。たまたま故Arat教授に一番近いErgi　n（Muharrem）助

教授が不在だったせいもあるが，とにかく彼らの雪うには，この種の文書類のことは，
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Aratだけが知っていたことだというわけである。

　そのようなことではあったが，嶺時イスタソブル大学に留学中だった，慶応大学の永

田雄三下が奔走してくれ，結局，大学図書館長のKalkandelen（Nureddin）氏の手も

とに保管されていることが判明し，許可も締もなく，進んで調査させてくれた。

　問題の文書類は，もう紙袋には入っていなくて，アルバム風のものに～枚ずつ一一小

断片は数点一緒に一はさんで保存してあった。ただし，図書館としては未整理未登録

で，そのときは館長室の事務机の曳出しの中にあらた。Kalkandeien氏と面談しなが

ら一とおり見せて貰ったが，すぐ気付いたことは，Arat氏が，のちに述べるように解

読を発表している土地売買文書がないことだった。Kalkandelen氏に質問しても，彼

は何も知らず，ここでもやはり，それはAratでなければわからぬということだった。

　Kalkande玉en氏と繭談の席には，館員で文書類担当の某夫人が立ち会っていたが，

これらの，いわばボPtポロになっている古文書類の｛耐直は全然知らなかったので，これ

から図書館として登録するについて，titleや年代など，どのように書けば良いかと網

談も受けた。個々についてはともかく，全体としてはということで然るべく教えておい

たが，メモもしておかなかったし，今ははっきり覚えていない。とにかく，東トルキス

タン出土贔，多分Turfan，7～8世紀から15肚紀ぐらい，契約文書，仏教・マ世教経

典ぐらいのことを書いておいたと思う。現在ではもう登録されているだろうし，今後調

査される方があれば，そのあたりのtitleで検索されれば良いはずである。

　調査のいきさつについて，私事めいたことまで述べたのも，実は，あるべきものが児

当らなかったこと，到るところで闘いた，Aratだけが知っていたということ，それら

のことを思い舎わせると，以下に述べるような，私がなんとか調べたもの以外，まだど

こかで発見される可能性があるということを，このさい注意しておきたいからである。

とくに故Arat教授の遺最が整理されるような機会には，岡氏は零真も多量に集めてい

たとのことだから，それらが公開されることをわれわれは期待したいと思う。

3

　私が調査した，イスタソブル大学図書館所蔵の東トルキスタン出土文書類は以下のも

のである。大きさはタテ×ヨコcmで示す。現存と記したのは破片で，タテ・ヨコそれ

ぞれの最大長を示しているQ

　No．1　ウイグル文書018．5×29，18行，契約文。

　No．2　　〃　　〃　　現存8×27，2エ行，契約文。
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No．　3

No．　4

No．　5

No．　6

No．　7

No．　8

No．　9

No．　10

No．11

No．　12

No．　13

No．　14

No．　15

No．　16

No．　17

No．　18

No．19

No．　20

No．　21

No．22

No．23

No．24

No．　25（1）

　fi　（2）

No．　26

ウイグル：文書。現存　23×5．5，文末の5行。

　〃　　〃　　18×14，5行，公文書。

　〃　　〃　　現存16×22，15行。

　〃　　　〃　　　　〃　　9×19，　14行。

ウイグル字マニ教経典。現存18×9，14行，裏薗11行。

漢仏典巻子本。現存25×50。裏面漢字混リウイグル仏典。

　〃　　〃　　〃　25×55。裏面ウイグル文。No．8と似ているが紙は異

　　　　　　　　　　　　　なる。

　〃　　〃　　〃　26．5×24，11行。腰細ウイグル文，23行。

　〃　　〃　　〃　20×19，11行。裏面ウイグル仏典，13行。

　〃　　〃　　　〃　13×25，14行。裏面漢字混りウイグル仏典，24行，「即

　　　　　　　　　　　　　地」「如是法」「十八界」などの文字見ゆ◎

　〃　　〃　　　〃　11×23，10行。裏面ウイグル文，15行。

　〃　　〃　　　〃　15×15，8行。裏薦ウイグル文，16行。

ウイグル仏典。現存10×15，12行。

　〃　　〃　　巻子本。現存9×13，表8行，裏面11行。

漢仏典巻子本（版本）。　現存8×21，10行。各行頭2～3議のみ。裏面ブラ

　　　　　　　　　　　フミ文字混リウイグル文。

　〃　　　　〃　　　　現存15×55，30余行。’裏爾漢掌混りウイグル仏典，

　　　　　　　　　　　「千手煩悩」「天上天下」「解脱衆生」などの文字

　　　　　　　　　　　見ゆ。

ブラフミ文献。現存20×11，綴本，各4行の3減分。

　〃　　〃　　〃　10×15，3行。

漢仏典巻子本。現存26×58，33行。裏面アラブ文字交，9行。

ウイグル仏典（版本）。（寸法失記，但し大型）

　〃　　　　〃　　　　No。22と同じもの破片5点。

漢仏典（版本）。破片16点

　漢仏典巻子本。現存16×26，15行。文衆，　「増壼阿銘経四意断贔第……」

　　　　　　　　r大唐大副十竃年歳次……」の文掌あり。

　漢仏典。タテ・ヨコ15　cm前後の断片6点。

漢仏典巻子本。現存24×90，別筆のもの2種を貼合。
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　No．27（1）漢仏典巻子：本。断片3点。現存27．5×20，20行；27、5×37，21行；27．5×

　　　　　　　　　　　　　53，19行。「金光明経巻第二」の文字あり。

　　〃　（2）　〃　　〃　　断片5点。　「仏説簸勝燈ヨ三如来陀羅尼旬……」の文字あり。

　　〃　㈲　漢仏典。小断片2Q減点。

　No．28　ブラフミ文献。　No．19と同じもの10鼠紙分。

　以上が私の調べたものの全部であるが，Nos．は，はじめに述べたアルバム風のもの

に整理されている順序。貼りつけてはいない。同一番号で数点あるのは，それらは一括

して飼一箇処にはさんであったからである。

　これをArat氏の報告したところと比較してみると次のようになる。

　Arat氏の　1）7点のウイグル文書は，私のNos．1～6に相当する。1点不足だが，

このことはあとで述べる。

　Arat氏の　2）マ論教経典は私のNo．7に栢渇する。

　Arat氏の　3）非常に破損しているウイグル仏典，4）ウイグル交版本の断片は，い

ずれも1点ずつかのように書かれているが，私の調べたところでは，Nos．15，16，22，23

とウイグル文のものがあり，Nos．22，23は同一版本の断片計6点で，たしかにもと大型

のものだったらしい。Arat氏の4）は，これらのことにちがいないと思う。従って，

Arat氏の3）は私のNos．15，16の2点のことだろう。

　Arat氏の5）漢交巻子本14点は，私のNos．8～14，17，18，21，24～27に相i当しよう。

ただ，私のNo．　27は，比較的大きいもの8点以外に小断片20余点と数えているが，　Arat

氏の調i査したときには，これらの小断片は未だそれほど細片化していなかったのかも知

れない。

　Arat氏の6）ブラフミ1文書は，私のNos．19，28に，7）のブラフミ文書は私のNo．

20に当たる。

　以上の調査は，実は，正昧1時間45分間で行なったもので，私の当面必要としていた

ウイグル交書類以外は，交宇を読むなどの時間はなかった。しかし，判明したことは，

それが，Arat氏の報告したところと大体は一致しており，現雀のところ，イスタンブ

ル大学所蔵の東トルキスタン（多分Turfan地区：）娼無文書類の金部と考えられると

思う。それにしても，上詑のリストは調査当時のノーFによったもので，まだきわめて

不十分である。実は昨年，依頼した写真も届けられたので，もう一度検討を加えたいと

は思っている。とくに，ウイルグ文書以外の漢仏典類やブラフミ文書については，また

どなたか関心のある方が調査されることを期待したい。
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　ところで，私の関心を持っていたウイグル交書について，Arat氏は7点といい，私

は6点しか兇ることができなかったわけであるが，前にも一寸ふれたとおり，残る1点

は，Arat氏が一番大きく一番保存状態も良いものとして，写真と共に解読研究を上記

論文中に発表したものだった。あるいは写真撮：影のために持ち出したままになったかと

思われ，そう思うと，この：文書写真と一緒に写真が発表されている，紙包みのなかにあ

った木片や覚書きも，現在は図書館にはない。

4

　思いがけぬ収穫だったことは，Arat氏既発表分以外になお2点，断片でない完全な

ものがあったことである。以下に示すように，その一つは借用証文，いま一つは公文書

である。残りの4点はみな破損の多い断片であり，いずれも何かの証文の類であること

はたしかであっても，その内容はわからない。ここでは，Arat氏既発表のものを写真

によってもう一度読みなおしたもの，それと新発見の2点，この3点を紹介しておく。

ただ，Arat氏の発表したものは，他に同種のものが多くあって既によく研究されてい

る土地売買文書，従って判読は容易だが，残る2点は絹当難解であることは事実である。

Arat氏にしてすぐ解読できなかったから発表しなかったかと邪推もしたくなるほどで，

以下の私の読み方も，なお最終的なものというだけの霞信はない。私自身も将来に期し

たいが，写真を付載しておくから同単の士の御協力をお願いしたい。

（1）Arat氏既発表文書。土地売買文書（Sale　contract　of　land）。タテ28×ヨコ47

cm．上質黄褐色紙，27行。

　1）　torpuz　yXl　blgind　ay　on　altV－qa　maqa　ttirbig

　　　　豚　　年　　五　　月　十　　六（臼）oわれにテルビシュ

　2）　一k2　yuvlar－lk“r　6ao　yastuq　kargak　belup

　　　　に用うべき紗錠必要となり，
　3）　aφam－nfη　　　maηa　註1疑蓉一t溢　t註99註n　　　taysaη一taq茎

　　わが父の（もので）わが持分となりたる，タイサソに在る

　4）　on　altl’　5r　k6mar　borluq－ta　marpa　tag｝r　61’rqug

　　　十六人耕作（相当の）果樹園で，わがものであるチルクシュ

　5）　一冒箪　all’P　6ηd並難　s’irpar一二R　a難p　yar笈m　borluqum－n笠

　　　　よりして葭方で，半ばの（わが）果樹園を，
　　6）　ud蕊　　bu（星一a　設s註n　　ikZgi’一t圭n　y5z　yastuq　6ao　　ahP

　　　ウッチブカ，エセソ浄潔より置錠紗受けとり
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7）　toruru　tomlldu　satdi’m　bu　kim－tin　min6a　miv
　　　　　正　　当に売りたり（われ）。この【ヨより以降，　千

8）　y茎玉　t貢m註n　k蓑nレka－tagi　u（璽さ圭　buq－a　asaR　　ik護9位

　　　年　　万　　日に到るまで，ウッチブカ，エセソ二二

9）　arklig　bolz－un　乞apla多一a　6z－lar一玉　該乞1ap　yi§負n

　　力あるものとなれ。　好まば　　自ら　使い用うべしσ

10）　taplamap－a　adk’n　klgi－kti　6dkUrU　satz－un　bu　bitig

　　　　好まざれぽ　他　　人に　ゆずり売るべし。この書きつけ

11）　一ni　q’ilm’ig　kUn　tiz－a　bu　borluq　sad’ir　i　6ao－n’i

　　　　を　つくりし日　に，　この果：樹園の代緬，　紗を

12＞　ttikal　sanap　altlm　biz　ud61　buq－a　as2R　ikagU

　　　　すべて　数え受領せり（われ）。われら，ウッチブカ，ユセソ爾者

13）　tukal　sanap　birtimiz　・　bu　borluq　yell’nta　man　tarbig
　　　すべて　　数え授与せり（われら）oこの　果樹園　に関して，われテルビシュ

14）　一nirp　aqam　inim　yiganim　tarayim　kim　kim　m－a　bolup

　　　　　の　　兄，　弟，　　甥，　　伯父，　誰　　某　にてあるとも，

15）　6am　6arl’m　qi’lmaz－un－lar　apam　birOk　arkllg　bag

　　　　紛　　争　なすべからず（彼ら）。　なおさらに，力ある官人

16）　igi　yat　yalawa6　kif6in　tudup　6am　6arlm

　　　　輩，外使臣 のカをとりて紛　争
17）　q’ilsar－lar

　　　　なさぼ（彼ら），

18）　uluγsμ麺一ka　b圭r　altun　yasduq宝6kヨri　aγil茎q

）91

）02

）12

）
）
2
A
δ

2
9
創
）42

大 軍に一金錠， 内庫
　　　一qa　bir　kttmds　yastuq　bagtit－lar－ka　birar

　　　に　一　　銀　　錠，　官人たちに　各々

’　adar－ka　yaragu　at　qi’ 唐窒浮煤@birip　sdz
　　　　鞍に　適える　馬，　罰（として）贈り，文句

　　　一lar－i　yorl’maz－un

　　（彼らの）通用すべからず。

　　　　　　　　　bu　nl’gan　man　tarbig－niool

　　　　　　　　このニシャソわれ　テルビシュのそれ。

　　　　　　　　　bu　nfsan　man　taRuq　i16i　buq－a－nk’rp－ol

　　　　　　　　このニシャソ　われ　一証人　イルチ　ブカ　のそれ。

　　　　　　　　　btt　nlSan　man　tanuq　ur　qay－a－ni’rp－ol

　　　　　　　　この＝シャン　われ　証入　　ウル　　カヤのそれ。
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25）　　　　　　　　　　bu　nl§an　m註n　tanuq　ud6茎一雌η一〇王

　　　　　　　　　　　この＝シャンわれ証人　　ウッチのそれ。

26）　bu　ni’gan　man　tanuq　u4mug－nu’o－ol
　　　　　　　　　　　このニシャソわれ　　証人　ウトウムシ＝一のそれ。

27）　man　tarbi’s　o”zUm　bitidim

　　われテルビシュ自ら書きたり（われ）o

　このtextの転写法はAr冠雪のとは異なっているが，読み方としてはほとんど差異

はない。ただ，16）yalaw説「使臣，使節jの語を，Arat氏は苦労してy（a）rl（’i）r’in6a

と読み‘‘with　tke　words”の訳を与えている。これくらいの下愚があるだけである。

　前にも一寸ふれたように，この種の土地売買文書は既に多数知られており，それらを

通じて売買証文としての定型的書式は確認されている3）。この文書も完全にそのような

書式に則したものであるが，ただ土地売買証文としては，当該土地の四至を示すのが通

例であるのに，この文書のばあい，その文言を欠いている。その代り，タイサンに在る

16人労働分の広さの土地，そのなかで，チルクシ＝より前（束）方の部分，全体の半分

を，と言っていて，これだけ記せば，当事着の閥では疑問はおこらなかったのだろう。

なお，土地の広さを示すのに，何人労働分という示し方はほかにも例がある。

　代価は100yastuq，このyastuq及び並んであらわれる6aoという語について，

Arat氏は知識がなく，ただRad1offたちの今までの説明ではよくわからないと言って

いる。しかし，われわれはもう，6aoは漢語「妙」を写したもの，　yastuqは「枕」が

原義だが，中国の「錠」に三智することを知っているa）。

　売主はTarbigという名の看だったが，買主はUt6i　buqaとAsanとの2名。買

主両者の関係は，証文文面だけからは確認できないけれど，親子か兄弟である可能性が

tes一一’に考えられよう。とにかく共有権の存在を確認しておくべきである。

　違約罰として，大軍・官庫・諸官人に罰金を納めるべきことを述べている。私は，こ

のような違約罰のきめ方を公的罰とよび，その他の類型で嶽該物件を倍にして新所有者

に給するというのと区別した5）。この公的罰が述べられていること，さらに，売主・証

人の印記の条が，6人1行ずつ，いずれも行頭を下げた形で書かれている書き方，それ

らを合わせ考えると，この文書をモンゴル支配時代のものとみて良いと思う。

　なお，印記の条に「この＝シャンは……」と記されていながら，各行とも実さいには

捺印・暑名・花押がきなどがない。このような例は，とくに＝シャンの語を用いたばあ

い珍らしくはない。＝シャンの語を用いるときはだいたい略花押が書かれ，タムガの語
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を用いるとき印章が用いられるのと対照的であるが，ほんらいのウイグル交化の伝統で

は，＝シャン～略花押は新しく採用されたもの。それが未だ十分定着していなかったと

考えられ．る6）。

　ところで，Arat氏の指摘したことだが，この文書が，　RadloffがUsp．7）にNo．55

として発表した家産分割文書（遺雷状）と関係あるということは興味深い。Usp．　No．55

交書は，ロシアの第1画の東トルキスタン考古学調査隊の，Klementzを長とし，1898

年Turfa盆付近を調査したとき入手したものである。昨年（1967年7月），　泓がレ＝ソ

グラドで，ロシア探険隊蒐集晶を調査したときにも，現物はついに発見できず，写真だ

けは出て来た。しかし，この写真はUsp。に付載された写真3枚のうちにふくまれてい

て，はじめてのものではなかったQいずれにしろ，写真があるので，Rad1offとMalovの

読みも修正できる。

　結局，Usp．　No。55で，　Radloff／Ma1ovがTepi§と読んだ人名は，イソスタブル

文書と比較すれぽ，TerbiyTerpi話と読むべきだし，　Tarisang，　Tar笈tsangと読まれ

たのはTaysangと読むべきだという　Arat氏の説は支持すべきものである。なお，

Taysangという地名は，ドイツ探険隊の入手したTM　225文書（一種の負債証文）で

も，その第3行にQo60－taql　Taysang　borluq「高畠のタイサソの果樹園」と記され

ていて8），Usp．　No．55が，カラ・ホージョを最初に調査したロシア隊の蒐集贔である

ことを思うと，このTaysangは高畠（カラ・ホージョ）近辺の地名であることは疑な

い。ドイツ隊としてカラ・ホージョを調査したA．von　Le　Coqは，今世紀はじめ，

彼らが訪問した頃，高昌故城の城外アスタナの部落に，まさにTaisangとよぼれてい

る廃蛙があったという9）。いずれにしろ高島城外の地名ではあったろう。

（2）　No。1文書。小麦借翔文書（Loan　contract　of　wheat）。タテ18．5×ヨコ29　cm．

中程度の厚さ，黄褐色紙。18行（図版1）。

　右はし，文末の方から巻紙を巻くように細く折りたたみ一右端で2．　3　Clti巾，左端，

最後のところで4．Ocm一，縦長になったものをさらに四つに折りたたむ一5．5cm

…3．・5・cm一，そのようにしてあったあとが明瞭に残っている。

　O）　it　yli　tt6tt…

　1）　it　y’il　alt’in6　ay　ylti　ya’elq－a

　　　犬年齢八七新E，
　2）　marpa　q（a）li’mtu－qa　burday　karg51c

　　　われに，カリムトウに，　小球　　　必要

一21一



イスタンブル大学図書館所蔵棄トルキスタン鴫土文書類

　3）　bolup　irin61dil－tin　iki　yarl’m
　　　　となり，イリソチキュルより二　　 半

　4）　tarar　burday　altl’m　bu　burday－qa
　　　タガル（の）小変　（借）減せり（われ）。この　小麦に対し

　5）　on　alt1　yagllr　yagrmi　yaglk’r

　　　　十　六　才の，二十　　才の

　6）　qatun　kiVsi－ni　lki　bir　y（a）r（a）du

　　　　婦　人を，二（人の）ある　　有能な

　7）　ki善i－ni　y圭tin6　ay一簸功on

　　　　者を，　七　　月の十

　8）　bi§一ta　　　　Zua6u－qa　　t巨9丘r琶p　　bir蓑r

　　　五（日）に　　火州に　　連れ　　やらん。

　　9）　ol　kim　kifn－ta　birm5sitr　mAn
　　　それなん　臼に　　やらざれぽ　（われ），

　10）　k魅nttiri　　b圭la　　biritr　m琶n

　　　　H　賃　合わせ与えんわれ。

　ll）　birgin6－E　bar　yoq　bolsar　man
　　　与えずして　　居なく　　なれぽ（われ），

　12）　inim　6aqs’ir’i　itw－taki－lljr　bila

　　　わが弟チャクシリ　家族たち　共に

　13）　k6ni　blr＄itn－11jr　tanuq　toy’in

　　　まさに支払うべし（彼ら）。証人トイソ

　14）　bu　nlgan　man　q（a）11meu－nk’ool

　　　このニシャンわれカリムトウのそれ。

　15）　　　　　　　　　　bu　ni話an　m5n　ねnuq　toyin－n功。王

　　　　　　　　　　　　この＝シャン　われ　証人　　トインのそれ。

　16）　　　　　　bu　nfsan　man　tanuq　asan　buq－a一吻。正
　　　　　　　　　　　　この＝シャンわれ　　証人　　1・セソ　プカのそれ。

　17）　man　q（a）1imtu　6r．Um　bidtim
　　　　われ　カリムトウ　みずから書きたり（われ）。

　以上の読み方で主な語句，とくに読み方に問題がありそうなものについて記しておく。

　4）行目の卿arは，ほんらい「袋」の意味であるが，後には転じて容量単位，とく

に穀物のそれとして用いられていることは既に知られていたiO）。しかし，この時期のこ

の種文書類で，はっきり単位らしく用いられているのは，私には本文書が初見である0

　6）行目のqatun　klgi。此の語は誌代館訳語で「婦人」とあり，　qiz「女」と区別され
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ているil）。　ki§iは「人」だが，　qatun／qatlnだけでも既婚婦人を指す。この読み方で

問題なのは，何よりもqatunの語末の一n字が正しく書かれていなくて，一q／一r宇の

可能性も強いことであろう。と同時に語頭のq一字もs／§字の可能性があり，いろい

ろの語が考えられるが，とくにsatuγ／sat’iγ「商売」などがすぐ思いつく。復し，「商

人」は今まで知られている限りではsatiγ邑である。

　同じ6）行目のiki　bir　yaradu　ki百iと読んだ箇所。　birは数の「一」である以外に

不定酌な意味もあるようなので，このように解したのだが，トルコ語の用法として，こ

のような言いまわしがあるのかどうか私は知らない。birでなければba6arと読める

かもしれない。そこには基幹語としてba6a一「番をする，警戒する，注意する」が認め

られよう。

　8）行琵iZuaごu－qa　ttiguritp　bir一。　tag湿Up＜tAgilr一‘‘to　bri　ng”の読みは闘違いな

いが，その前のZuaさuはいろいろほかの読み方も考えられる。第1字はq／γ／§／s，第

2字は0，第3字はr／n，さらにng，第4字も6以外の可能性もなくはない。とく

に，sun6u／son6uなど，字性の上では，むしろ自然な読み方である。ただSun6u／son6u

では適当な語義が発見できなかったので，このさい漢譲「火州」を写したものと考えて

みたが12），そうだとすれば，債権者が城内にでも居たのであろうか。

　10）行目，kttn　tari。　tまriは基幹語tarでほんらい「汗」の意味から，労働に対す

る報酬，さらに家畜などの賃借料も意味すること，私が瞥て論じたところである13）。

ktinは「Hjであるから合わせてrH当」の意殊に解した。

　このように，なお語義に問題のあるものが残っているが，現在のところ，私は，本文

書の述べるところの大意を次のように解している。

　債務者はカリムトウ，債権者はイリソチ・キュル。証人は2名でトイソとユセソ・ブ

カ。証文は債務者カリムトウ霞身で書いたものQそして，　カリムトウは犬年の7月6

田付でイリソチ。キュルより小麦2．5タガル借り受け，その返済として，7月15Hに16

才と20才の女2名を（何かの仕事をさせるため？）火州にやる。その日にそうしなかっ

たら，　（聖帝する額の）労賃を代りに支払う。それも支払わないでカリムトウが所在を

くらますようなことがあれば，彼の弟のチャクシリが，代替債務者として，（家長とし

て）家族と一一緒にその弁済に当たる。

　証文の書式としては，他の麦などの借用証文，いわゆる消費貸借文書に類していて，

ただその債務の弁済：方法が異例であると考えてよい。ふつうなら，借りた小変を秋の収

穫期に，多いばあいで2倍にして返却するというのが，今まで知られていることだった。
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11）行以下の保証文言や，証入を2名立てることなども，他の借用証文と同じである。

　現在，文頭に書きかけの1行がある。　0）として示しておいたものだが，これは

U6ifn6　ay「三月」と書きかけたものだろう。正しくは1）行にあるとおり6月だった

のだから。文末に印記の条があるにも拘らず，実際には捺印も花押も見られな：いこと，

最初の文書と岡じである。この文書のばあい，13）行に「証人はトイソ」と書いている

ところは，この新しい書式一三に箇条書きで証人の印判を記す一一のぼあいなら，な

くても良いはずのものである。それと，14）行のカリムトウの印記文言が，行を変えず，

あるいは行頭を下げずに書かれていることなど，伝統的な書き方と，新しい書き：方との

移行過程を示すものである。ここでは最初の土地売買文書のぼあい以上に，書式の新型

式が未定着だといってよかろう。

（3）No．4文書。公文書（0飯。圭al　document）。タテ15×ヨコ14　cmo白色やや薄手紙。

4）行恩と5）行冒とにかけ，上部に角印，中部に径3．　5　cmの円印が，いずれも墨で

捺されている（図版2）。

　1）　it　y’il　6（a）qVs（a）put　ay　toquz　ya’o’iqa

　　犬年　　騰　 月　九　新（日）に
2）　bla’rki　bla’g－kla’　lrink“　atay－qa

　　ベルキベグ宛，イジソキュアタイ宛。

3）　birljgif　bir　qap　bor－n’i　alt’in

　’合わせて　　一　　カプぶどう酒を，アルトゥン

4）　？　？　bw　birip　bigin6

　　　？　　戸　与えて，　第五

5）　kaSik－kti　tutz－un

　　番直に　　つけi。

　3）行目，qapが液体の容量単位であることは博くから知られていたが，それが間々

中國の「合」に網目するqaw　と馬瀬されて誤解されていたことは，私が霞って論じ

た14）。「合」よりはるかに多い量で，qapの下にはtEllnpinという単位があり，30燧mpin

が1qapなのである。

　3）行末のa1Cinから4）行の行頭の1語，汚損のため判読できぬ1語を経て6w

biripまで，この一旬にいささか疑問が残る。6wと読んだ語は6yでも良いが，いず

れも同義で，古くはawと書かれている「家」を意味する語である15）。　alt’inには「下

方」という意味があるが，いま圃有名詞の一部と解した。5）行9のka善ikは，モソ
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ゴル疇代に有名な，中国交献で，怯聾，元朝秘史で客失克と書かれている語。チンギス

カン以降，元朝の軍手で禁衛軍を意味することは，よく知られているとおりであろう。

指しここでは，そのような禁衛軍の意味ではなく，この語本来の「順番」の意味から

「番直」「哨兵」あるいは「分隊」の意味に用いられているものと思う16）。

　いずれにしろ，一一種の公文書で，番直勤務の指令書。給付のことも指示してあると考

えられる。これが公文書であることは，本文書に捺印されている2ケの印が，その他の

私印とは明らかに異なるのみならず，類似の公印様のものは，ウイグル文のものにも見

えるが，とくにRamstedtが研究して発表したモンゴル文指令書4通17＞に見えるもの

と極似していることから疑ない。その飽，｝”イツ探険隊がTurfan方面で入手したモ

ンゴル文書類のほとんどに，岡じような角印または円印を見ることができる18）。

　この文書のばあい，印面がうすれてしまっていて判然としないが，Ramstedtの発表

したものについては，それがチャガタイカソ支配時代のものだと結論されている。これ

らウイグル文のものは，本文書以外に比較考察すべきものが幾つかあり，歴史資料として

興味あるわけだが，詳細な検討は他日に期したい。ただ，本文書とほぼ同趣旨，岡形式

のものをRadloffが発表しているにも拘わらず，原文書を調査してみると彼の解説が

正しくないことが判明したので，この機会に指摘しておきたい。それはUsp。　No．80

文書（TII　D　68）である。　Radloffは次のように読んでいる19）。

　Kgstt1〈U　y’il　6aqgpt　ay　alt－i　（2）yarp’iqa　il　buq－a　i16i－ka　（3）qoiug　bila　birl〈U　bir　ad

（‘）at－n’i　ald’in　stikiz　baq’ir　（5）birip　toquz－un6　kagil〈　（6）一kti　tttdzun

　文頭文末は問題ないが（2）行から（4）行にかけてが問題で，上記の読みに対し，彼

は次のような訳を与えた一‘‘…hat　El－Puka　fti1’den　Eltschi　uRd　auf　Frist　ein

Pferd　zu　liefe．rn　gehabt，　er　hat　（dafur）　ein　Pferd　angenommen　und　acht

Bakyr　gezahlt，　er　m6ge　es　auf　die　neunten　Reihenfolge　anrechnen”．

　Rad1offは，　（3）行i聾行頭のqolu9を，初見の語だがqolu‘‘die　Zeitperiode”

に関係ある語だろうとして‘‘die　Frist（期限）”と訳したこと，（4）行冒行末の語を

baq’ir（銅，貨幣単位）と読んだが，ひどく崩された書き方でbirとさえ読めることな

どを付言している。qolu§については，のちにMalovが補足して税臼の一種かとして

いる20）o

　しかし，私は次のように読めると思う。

（2）・t－il　buq－a　i16i－kti　（3）qolug　bila　biragtt　bir　qap　（‘）bor－n’i　alt’i’n　sar’ir　6w　（5）birip

…… uイル・ブガ・イルチ宛。コルシュと舎；わせて一カブぶどう酒を，アルティソ・サ

一25一
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リク戸が与えてから……」と。このばあいは第9番直につけという。要するに，このイス

タソブル文書と：旧く同趣旨の指令書であることは間違いないであろう。なお，このTH

D68文書には同じような角印目印が，文末部に計6ケ捺してある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆者は大阪大学文学部教授）

）1

）
）2
3

）4

）
）
5
β
b

7）

）8

9）

10）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駐

“Uygurca　yazilar　arasmda”，　Ttirk　tarih，　arkeologiya　ve　etnografya　dergisi，　1937，

III，　pp．101－112

この論交はワシントン大学のMr．　A．　T．　Arlottoの手で英訳して発表された。

cf・山田信夫，ウイグル文売軍契約書の書式，西域文化研究会編．「酒域交化研究第六」京都l

1963。この論文の補訂：‘‘Uigur　Documents　of　Sale　and　Loan　Contracts　brought　by

Otani　Expeditions．　Appendix　：　The　Forms　of　tlae　Uigur　Docttment　of　Sales　Con－

tract”　Memoirs　of　the　Research　9epartment　of　the　Toyo　Bunl〈o，　No．23，1964

（published　in　1967）．

F．W．K．　Mtiller，　“Uigurische　Glossen”，　Ostasiatische　Zeltschrift　VIII，　Berlin，　1920，

s．321，322．前田直典，　「元代の貨幣単位」，社会経済史学，14－4，王944，PP．11，13－16・

山賑，上掲註（3），禾蚊p．54，英文pp．107，108．

cf．　N．　Yamada，　‘‘Private　Seal　and　Mark　en　Ui．ghur　Documents”，　D．　Sinor　ed．，

Aspects　of　Altaic　civilization．　Bloomington，　1963，　pp．253－259．

W．　Radloff，　Uigurische　Sprachdenlcmljler，　Materialien　nach　Tode　des　Verfassers

mit　Erganzungen　von　S。　M410v　herausgegeben：Leningrad，1928．以下この略号を用い

る。

Usp．　No．12，及びA．von　Le　Coq，‘‘Kurze　Einfithrung　in　d1e　ui霧urlsche　Schriftkunde”．

Mitteilungen　des　Seminars鱒r　Orientalische　Sprachen　XXII，　Berl至n，1919，　s．108，

109．

A，v。　Le　Coq，　ibid．，　s。109，　Anmerkungen。なお，　cf．　A．　GrUnwedel，　Bericht琶ber　ar．

chaologische　Arbeiten　in　ldikut－sclaahri　und　Uingebung　in　Winter　1902－1903．

Mtinchen，　19e5，　＄．50，　Abb．　45，46．

W．Radloff，　Versuch　eines　W6rterbuches　der　T敬k－Dia玉ecte，　St．・P．，1893．　Bd．3．796；

1〈．H．　Menges，　Glossar　zu　den　vollcskuncllichen　Texten　aus　Ost－TUrkistan　II．　Abh．　d．

Al〈．　d．　Wiss　und　d．　Lit．　in　Mainz，　Jhg．　1954，　Nr．14，　s．798；G．　3arring，　An　Eastern

Tttrl〈i－English　Dialect　Dictionary．　Lund，　1964，　p．291．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一26一
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12）

13）

14）

IJr）

16）

17）

18）

19）

20）
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Hirtb　Ms，1，　vol．5（Depot．　d．　ehem．　Preuss．　Staats－B．，　Univ．　Bibliothek　TUbingen）．

44a。

「火州」に対しては，高愚館訳語来文の一つにαo面と書いてある例がある。qoさ。という表現

は多くの女献で知られていて，　「高畠」に相応じるQこの来文の場合は意訳かもしれないQ

Karlgr6nは火の古・音を‘xua　としている　（Analytic　Dictionary　of　Chinese　and　Sino－

」『apanese，　Paris，1923，　Nα117）Q

山田，「ウイグル交貸借契約譲の霧：式」，大阪大学文学・部紀要，XI，1965，　P・　120・

LLI田，上掲註（13），　pp．92－94．

B．Ata玉ay，1）ivanit　Lfigat－it・’1’tirk　Dizini（Endeks）．　Ankara，1943，　p．470．　Radloff，

上掲註（10），Bd．1，1171，　1799．　Jarring，上掲註（10），　Pp．217，　327・

古い文書文献では「順番jの意味で使われている。ふつうkazikと読まれていた。　cf・Ttir－

kische’rurfan　Texte　IV，　A　11；V，　B，6，25，34，57，108；C．　Brocke玉man，　Mittelttirkischer

Wortschatz，　Budapest，1928，　s。107などQしかしのちのチャガタイ語では「見張り，番所，

哨兵」など意味する1（雄kという語が用いられている◎　cf．　Rad玉eff，上掲註（10），　Bd・2，

1182；H．V6mb6ry，　Etymo玉ogisches　W6rterbuch　d．　Turko－Tatarischen　Sprachen．

LeiPzi9，1878．　No．109．モンゴル語でも「・部分」　「分隊1を意味するkesegが現在あるが，

怯薩を，F思葱」などを意味するモンゴル語keslgに基くとする考えは再検討を要しよう。

G．∫．Ramstedt，．Mongolische　Briefe　aus　Idiqut－Sch註hri　bei　Turfan．　Sitzungberichte

d。K6nig．　Ak．　d．　Wiss．，　XXXI王，　s．838－848．

E．Haenisch，　Mongolica　der　Berli．n．er　Turfan・Sammlung．11　Mongolische　Texte　der

Ber玉iner　Turfan・Sammlung　in　Faksimile．　Abh．　d．　Deut．　Ak．　d．　Wiss．　zu　Berlin，

Klasse　S．，L．＆K．，　Jhg。1959，　Nr．1．　B．　Verordnungen　und　Briefe．

USp．　s．137．

　　　　　　　　　　　　　　USp，　s．279．なおCaferogluも税の種醗こ数え，家畜で支払われるものでなかろうかと雷

つたが，その根拠はこのUSp　No．80で，　Radloffがat「馬」と読んだのに基いている。

A．Cafero墓lu，‘‘Uygurlarda　Hukuk　ve　Maliye　Istilahlari”，　Ttirklyat　Mecmuasi，　IV，

1934，　P．4G．
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